
省

令

告

示

電
子
認
証
登
記
所
の
登
記
官
の
電
子
証
明
書

（
自
己
署
名
証
明
書
）

電
子
証
明
書
の
ハ
ッ
シ
ュ
値

（
1
6進
数
）
~

シ
リ
ア
ル
番
号
（
1
0進
数
）
：
2
0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3

B
2
5
6

D
9
7
8

F
8
7
8

B
8
7
D

3
3
4
B

主
体
名
（

su
b
je
c
t）
：

8
6
F
4

9
D
4
4

C
8
D
4

0
E
3
E

5
4
6
4

名
称
（
c
o
m
m
o
n
N
a
m
e）
＝
R
e
g
istra

r
o
f
T
o
k
y
o
L
e
g
a
l
A
ffa

irs
B
u
re
a
u

所
属
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
a
lU

n
itN

a
m
e）
＝

M
in
istry

o
f
J
u
stic

e

組
織
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
N
a
m
e）
＝
J
a
p
a
n
e
se

G
o
v
e
rn
m
e
n
t

国
名
（
c
o
u
n
try

N
a
m
e）
＝
J
P

有
効
期
間
（

v
a
lid

ity）
：

西
暦
2
0
1
1年

1
0月

1
0日
か
ら
西
暦
2
0
1
5年
１
月
９
日
ま
で

シ
リ
ア
ル
番
号
（
1
0進
数
）
：
2
0
1
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

1
6
F
B

8
3
B
7

8
B
E
4

5
1
7
A

E
4
5
5

主
体
名
（

su
b
je
c
t）
：

8
2
4
3

8
2
D
A

8
3
2
2

8
C
F
1

9
3
0
8

名
称
（
c
o
m
m
o
n
N
a
m
e）
＝
R
e
g
istra

r
o
f
T
o
k
y
o
L
e
g
a
l
A
ffa

irs
B
u
re
a
u

所
属
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
a
lU

n
itN

a
m
e）
＝

M
in
istry

o
f
J
u
stic

e

組
織
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
N
a
m
e）
＝
J
a
p
a
n
e
se

G
o
v
e
rn
m
e
n
t

国
名
（
c
o
u
n
try

N
a
m
e）
＝
J
P

有
効
期
間
（

v
a
lid

ity）
：

西
暦
2
0
1
0月

1
0月

1
0日
か
ら
西
暦
2
0
1
4年
１
月
９
日
ま
で

シ
リ
ア
ル
番
号
（
1
0進
数
）
：
2
0
0
9
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

9
F
7
5

8
E
4
7

4
1
D
A

9
E
A
8

2
4
9
F

主
体
名
（

su
b
je
c
t）
：

6
3
7
4

D
2
7
D

5
E
6
5

B
A
5
9

D
D
6
D

名
称
（
c
o
m
m
o
n
N
a
m
e）
＝
R
e
g
istra

r
o
f
T
o
k
y
o
L
e
g
a
l
A
ffa

irs
B
u
re
a
u

所
属
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
a
lU

n
itN

a
m
e）
＝

M
in
istry

o
f
J
u
stic

e

組
織
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
N
a
m
e）
＝
J
a
p
a
n
e
se

G
o
v
e
rn
m
e
n
t

国
名
（
c
o
u
n
try

N
a
m
e）
＝
J
P

有
効
期
間
（

v
a
lid

ity）
：

西
暦
2
0
0
9年

1
0月

1
0日
か
ら
西
暦
2
0
1
3年
１
月
９
日
ま
で

シ
リ
ア
ル
番
号
（
1
0進
数
）
：
2
0
0
8
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1

3
4
5
6

6
A
F
4

9
9
5
C

D
C
3
E

5
3
D
F

主
体
名
（

su
b
je
c
t）
：

4
3
3
A

8
F
8
B

E
A
F
1

0
3
5
D

B
E
6
9

名
称
（
c
o
m
m
o
n
N
a
m
e）
＝
R
e
g
istra

r
o
f
T
o
k
y
o
L
e
g
a
l
A
ffa

irs
B
u
re
a
u

所
属
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
a
lU

n
itN

a
m
e）
＝

M
in
istry

o
f
J
u
stic

e

組
織
名
（

o
rg
a
n
iz
a
tio

n
N
a
m
e）
＝
J
a
p
a
n
e
se

G
o
v
e
rn
m
e
n
t

国
名
（
c
o
u
n
try

N
a
m
e）
＝
J
P

有
効
期
間
（

v
a
lid

ity）
：

西
暦
2
0
0
8年

1
0月

1
0日
か
ら
西
暦
2
0
1
2年
１
月
９
日
ま
で

~
ハ
ッ
シ
ュ
関
数
Ｓ
Ｈ
Ａ
`
１
（
工
業
標
準
化
法
（
昭
和

2
4年
法
律
第

1
8
5号
）
に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｘ

5
0
0
7及
び
Ｘ
5
6
0
3に
規
定
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
識
別
子
を
「
１
３

1
4
３
２

2
6」
と
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
い
う
。）に
よ
る
変
換
値

平成™š年˜—月š日 月曜日 第œ�œ˜号官 報

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
三
号

商
業
登
記
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
法
務
省
令
第
二
十
三
号
）
第
三
十
三
条
の
八
第
四
項
（
同
規
則
第
三
十
三
条
の
十

五
第
三
項
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
認
証
登
記
所
の
登
記
官
が
電

子
署
名
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

〇
金
融
庁
告
示
第
百
一
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
九
年
九
月
金
融
庁
告
示
第
九
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

第
一
条
中
第
四
十
四
号
を
削
り
、
第
四
十
五
号
を
第
四
十
四
号
と
し
、
第
四
十
六
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
四
十
九
号
を
削
り
、
第
五
十
号
を
第
四
十
八
号
と
し
、
第
五
十
一
号
か
ら
第
六
十
四
号
ま
で
を
二

号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
六
十
五
号
及
び
第
六
十
六
号
を
削
り
、
第
六
十
七
号
を
第
六
十
三
号
と
し
、
第
六
十
八
号
か
ら

第
七
十
五
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
百
二
号

コ
ン
パ
ニ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
・
ダ
シ
ュ
ラ
ン
ス
・
プ
ー
ル
・
ル
・
コ
メ
ル
ス
・
エ
ク
ス
テ
リ
ュ
ー
ル
よ
り
保
険
業

法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に

定
め
る
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
氏
名
及
び

住
所

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
三
番
三
十
九
号

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
二
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
八
条
及
び
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件
（
平
成
十
三
年
法
務
省
告
示
第
四
百
四
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
一
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

「
岡
山
地
方
法
務
局
真
庭
支
局
」
及
び
「
松
江
地
方
法
務
局
雲
南
支
局
」
を
削
る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
百
号

金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
に
規
定
す
る
定
義
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
四
号
）
第
十
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
格
機
関
投
資
家
に
該
当
す
る
者
を
指
定
す
る
件
（
平
成
五
年
三
月
大
蔵
省
告
示
第

六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

町
田
市
農
業
協
同
組
合
の
項
中
「
東
京
都
町
田
市
忠
生
三
丁
目
七
番
地
の
二
」
を
「
東
京
都
町
田
市
森
野
二
丁
目
二

十
九
番
十
五
号
」
に
改
め
る
。

北
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合
の
項
中
「
滋
賀
県
長
浜
市
湖
北
町
大
字
速
水
二
千
七
百
二
十
一
番
地
」
を
「
滋
賀
県
長
浜

市
湖
北
町
速
水
二
千
七
百
二
十
一
番
地
」
に
改
め
る
。

菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

沖
縄
県
農
業
協
同
組
合

沖
縄
県
那
覇
市
楚
辺
二
丁
目
三
十
三
番
十
八
号

〇
総
務
省
令
第
百
三
十
七
号

国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
号
）第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
総
理
府
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
富
山
県
の
項
中
「
中
新
川
郡
立
山
町
B
峅
寺
字
ブ
ナ
坂
外
一
一
国
有
林
地
内
」
を
「
中
新
川
郡
立
山
町
B
峅
寺

字
松
尾
三
番
地
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
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